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	課所名
	地域戦略・男女共同参画課

	会 議 名
	第37回諏訪市地域公共交通会議及び第17回諏訪市地域公共交通活性化協議会（書面決議）

	決 議 日
	令和6年12月4日（水）

	確 認 者
	25名/25名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
【委員】

　上條高宏、小林茂樹、箱山真樹、小松輝男、中林俊尋、新村憲悟、町田正人、白鳥和美、小口かおり、松枝明美、小林佳奈、山﨑義夫、宮坂文明、井出成美、藤澤進一、林その子、水垣明美、百瀬加代子、古畑千恵子、柴田裕美、山岸康範、小林保彦、中川大輔、小山桂子、金子ゆかり
（事務局）
　前田企画部長、藤森地域戦略・男女共同参画課長、金井地域戦略係長、伊藤主任、
長谷川主事

	資　料
	別紙

	議題（内容）及び会議結果（要旨）
1　承認を求める協議事項
（1）令和6年度地域内フィーダー系統確保維持改善事業事業評価について
【質疑応答】なし
【意向確認書】全会一致で承認
ご意見等
【委員】
・市民（特に高齢者）の生活の足として定着している。ただし、利用者が固定化しているように思える。目的地へ行って所用を済ませ目的地から自宅へ帰ってくるのに都合が良い人しか利用しないことが利用者増になっていかない大きな理由と思われる。時刻表の見直しを是非行っていただきたい。
【委員】
・高齢者の利便性を更に考慮した交通網を今後も検討していってください。また、学生の利用も検討してください。（高齢者とは視点が異なると思いますが）観光客が利用しやすいシーズコースなども検討の余地あり（幾つかの観光コース専用バスなど）
　上記を検討するにあたり定期的なアンケート調査も必要だと思う。主な観光地、公共施設に交通に関するアンケート用紙を置き、回収箱を設置するのも１つの方法と考える。利用者の声が改善への一歩です。




